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１ 調査の概要 

 

 

（１）目的 

・義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の

学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証して、その改善を

図る。 

・学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

・そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

（２）調査期日   令和 4年 4月 1９日（火） 

 

（３）調査対象   小学校第６学年児童 

            中学校第３学年生徒 

 

（４）調査の内容 

 

Ⅰ 教科に関する調査（小学校：国語、算数、理科 中学校：国語、数学、理科） 

① 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生

活において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知

識・技能等 

② 知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のため

の構想を立て実践し評価・改善する力等に関わる内容 

 

Ⅱ 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

ア 児童生徒に対する調査（児童生徒質問紙） 

イ 学校に対する調査（学校質問紙） 
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２ 教科に関する結果 

（１）山口市と全国・県の各教科平均正答率の比較 

 全国・県の平均正答率を１００として、各教科における本市の結果（指標）をグラフで表し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊平均正答率の小数点以下は非表示  

 

（２）成果と課題 

  各教科の調査問題※ 

 における解答の結果について、本市における傾向をまとめていま

す。 

◎…正答率が高かった問題や、経年比較による課題の解決が見られる問題 

▼…本市の正答率が５０％以下、または全国平均正答率を下回る等、課題の見 

られる問題 

 

また、解答結果から見られる学びのポイントについて、次の２点でまとめています。 

…解答結果の考察           …学びのポイント 

 

※ 調査問題の詳細や全国の調査結果、授業アイデア集などは、国立教育政策研究所

の「教育課程研究センター全国学力・学習状況調査」内、「令和４年度調査」のリンク

（https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html）から閲覧

することができます。                              

○各学校や児童生徒の日々の取組の成果として、小学校・中学校ともに、国語、算

数・数学、理科のすべてにおいて全国・県平均正答率を４ポイント以上上回る結果

となりました。また、学習指導要領に示されている各教科の内容に関する項目につ

いても、ほぼ全てにおいて全国・県平均正答率を上回りました。しかしながら、課題

の見られる問題もあるため、課題解決に向けて授業改善に取り組んでいきます。 
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【小学校 国語】                           ◎…成果 ▼…課題 

 

 

 

 

※（１の一）などは問題番号です。 

 

                                                                           

－ 国語３の二 文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを見付ける－ 

                                                                    

 

  

 

   文章のよいところを見つけることができるようになるには、互いの書いた文章を読み合い、

具体的に感想や意見を伝え合うことが大切です。文章のよさとしては、「聞いたことや経験したこ

とをもとにしていること」や「最後の段落に自分の考えを具体的に書いていること」などが挙げら

れます。授業の中で、互いの文章を読み合う活動に取り組む際には、各学年に応じた「文章のよ

いところ」という視点を明確にすることが大切です。 

 

 

わたしの文章のよさは、今年がんばりたいこと

を伝えるために、南さんの話や、さいばい委員の

活動で反省したことを書いたり、運動委員として

進めたい新たな活動を、最後のだん落に具体的に

書いたりしたところです。（９９字） 

              

正答の条件として、３つの条件があり、「文字数」や「言葉や文を取り上げる」という条件を満

たすことはできていました。一方で「文章のよさを見つけること」に課題があります。どのような

ところが「文章のよさ」となるのか理解する必要があると考えられます。 

 

 正答例 

◎話し言葉と書き言葉との違いを理解すること。（１の一） 

◎必要なことを質問し、話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの中心を捉えること。（１の三） 

▼互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い、自分の考えをまとめること。（１の四） 

▼文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを見付けること。（３の二） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜解答結果から見られる学びのポイント>  
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果汁が４０％含まれる飲み

物が、１０００ｍLのときの果汁

の量を求めることは比較的で

きていました。 

一方、飲み物の量が １/２ 

になると、同様に果汁の割合も 

１/２ になると誤って捉えてい

る児童が多く見られました。割

合を用いて問題を解決する場

面において、数量（飲み物の

量）が変わっても割合（飲み物

の濃さ）は変わらないことを理

解することに課題があります。 

 

【小学校 算数】                           ◎…成果 ▼…課題 

 

 

 

 

 

※１の（３）などは問題番号です。 

＜解答結果から見られる学びのポイント> 

 

－算数２（３）果汁が含まれている飲み物の量を半分にしたときの、果汁の割合について正しいものを選ぶ－                                                 

 2  

 

◎示された場面を解釈し、除法で求めることができること。（１の（３）） 

◎図形を構成する要素に着目して、長方形の意味や性質、構成の仕方について理解すること。 

（４の（２）） 

▼示された場面において、目的に合った数の処理の仕方を考察すること。（１の（４）） 

▼示された場面のように、数量が変わっても割合は変わらないことを理解すること。（２の（３）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ペットボトルに入ったジュースを、いくつかの小さなコップに入れかえても味は変わらないな

ど、日常の具体的な場面に対応させながら、飲み物の量に対する果汁の量の割合が、飲み物の

濃さを表していることを理解できるようにすることが重要です。また、図や式などを用いて基準

量と比較量の関係を表すことができるように指導することが大切です。 

 

３ 飲み物の量が 1/2になって

も、果汁の割合は変わりませ

ん。 

 

 正答 
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鏡ではね返した日光を重

ねると的の温度が高くなるこ

とについての記録を、正しく

選んでいる児童が高い割合

で見られました。 

一方で、「反射した日光は

直進する」ことについての理

解に課題が見られました。 

【小学校 理科】                           ◎…成果 ▼…課題 

 

 

 

 

 

※（１の（１））などは問題番号です。 

＜解答結果から見られる学びのポイント〉 

－理科３の（１） 光の性質を基に、鏡を操作して、指定した的に反射させた日光を 

                                       当てることができる人を選ぶ－ 

  

 
 

◎問題を解決するために必要な観察の視点を基に、問題を解決するまでの道筋を構想し、自分

の考えをもつこと。（１の（１）） 

◎観察で得た結果を、問題の視点で分析して、解釈し、自分の考えをもつこと。（４の（１）） 

▼日光は直進することを理解すること。 （３の（１）） 

▼自然の事物・現象から得た情報を、他者の気付きの視点で分析して、解釈し、自分の考えをも

ち、その内容を記述すること。（２の（４））  

  生きて働く知識を習得するためには、主体的な問題解決を通して、知識を概念的に

理解することが重要となります。実際の観察・実験を行う中で、「鏡ではね返した日光

はどのように進むか」「鏡の向きを変えると、はね返した日光が当たる場所がどのよう

に変わるか」等について、「こうなるはずだ」といった見通しをもち、検証していくことが

求められます。そして、観察・実験の結果について、自分の言葉で表現し、まとめていく

ことが大切です。 

 

 ３ かつやさん 

 正答 
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【中学校 国語】                           ◎…成果 ▼…課題 

 

 

 

 

※（１の一）などは問題番号です。 

＜解答結果から見られる学びのポイント>   

－ 国語２の三 話合いの話題や方向を捉えて、話す内容を考える－ 

                                                    

 

 

◎聞き手の興味・関心などを考慮して、表現を工夫すること。（１の一） 

◎事象や行為、心情を表す語句について理解すること。（３の二） 

▼自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書くこと。（２の三）  

▼行書の特徴を理解すること。（４の一） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  自分の考えが伝わる文章を書くには、根拠を明確にすることが大切であり、根拠を文

章の中に記述する必要があることを理解して書くことが重要です。その際、引用の仕方

や出典の示し方の知識を生かして書くことができる力を身に付けることも大切です。 

 

（例えば、）農林水産省のウェブページに

ある資料には、作業の自動化以外に「情

報共有の簡易化」と「データの活用」が示

されている。  

自分の考えが伝わるように、資料の中から適切な情報を抜き出し、根拠を明確にする

ことができていました。一方で「引用する部分はかぎかっこ（「  」）でくくること」という

条件が満たされていない誤答が多くみられ、複数の条件に合うように文章を整えて書く

ことには課題があります。 

 

 正答例 
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【中学校 数学】                           ◎…成果 ▼…課題 

 

 

 

 

※５などは問題番号です。 

＜解答結果から見られる学びのポイント>                                           

－数学９の（２）∠ABE と∠CBFの和が３０°になる理由を示し、∠EBFの大きさが 

 ９                                いつでも６０°になることの説明を完成する－ 

                                                    

 

 

◎多数の観察や多数回の試行によって得られる確率の意味を理解していること。５ 

◎証明の根拠として用いられている三角形の合同条件を理解していること。９の（１） 

▼一次関数の変化の割合の意味を理解していること。４ 

▼筋道を立てて考え、事柄が成り立つ理由を説明できること。９の（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本問題のように辺の長さや形を変えても、角度

が一定となる場合があります。このようなときは、１

人１台端末などを活用して、できる図形を観察す

ることで予想できます。予想した事柄について、図

形の性質を活用して筋道を立てて考えることが大

切です。論理立った説明になっているかどうかを

他者と確認し合うことで深めることができます。 

 

◎△ABE≡△CFB より、合同な図形の対応する角は等しいから、∠AEB＝∠CBF ・・・① 

  △ABEにおいて、三角形の内角の和は１８０°で、∠EAB＝１５０°であるから、 

  15０°＋∠ABE＋∠AEB＝１８０°   ∠ABE＋∠AEB＝３０° ・・・② 

  ①、②より  ∠ABE＋∠CBF＝３０°  したがって、∠ABE と∠CBF の和は３０°になる。 

証明の根拠として用いられ

ている三角形の合同条件を適

切に解答できる生徒が高い割

合で見られました。一方で、筋

道を立てて考え、事柄が成り立

つ理由を説明することに課題

が見られました。 

 

 

 正答例 
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【中学校 理科】                           ◎…成果 ▼…課題 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊３の（１）などは問題番号です。 

＜解答結果から見られる学びのポイント> 

－理科５の（１） おもりに働く重力とつり合う力の矢印を選択し、その力について説明する－ 

 ５  

 

 

 

◎化学変化に関する知識及び技能を活用して、水素の燃焼を分子のモデルで表した図を基に化

学反応式で表すことができるかどうかをみること。（３の（１）） 

◎節足動物の外部形態の観察結果と調べた内容を、生活場所や移動の仕方と関連付けて、体

のつくりと働きを分析して解釈できるかどうかをみること。（４の（１）） 

▼飛行機雲の残り方を科学的に探究する学習場面において、地上の観測データを用いて考察を

行った他者の考えについて、多面的、総合的に検討して改善できるかをみること。（２の（３）） 

▼力の働きに関する知識及び技能を活用して、物体に働く重力とつり合う力を矢印で表し、その

力を説明できるかどうかをみること。（５の（１））  

 

  力の働きについて科学的に探究する上で、力は大きさと向きによって表されること

や物体に働く２つの力のつり合いなど、目に見えない力を矢印で表して説明することは

大切です。 

 実際に物体に力を働かせる実験を行い、一つの物体に２つの力が働いていることに

気付かせたり、１人１台端末で撮影した画像の中から物体に働く力やつり合う力を見い

出したりする学習場面を設定することも大切です。 

ばねの上で静止している物体に働く重力とつり合う力の説明を正しく選んでいる生

徒が高い割合で見られました。一方で、つり合う力の作用点についての理解に課題が

見られました。 

 

つり合う力を表した矢印 ア 

つり合う力の説明     キ 

 

 正答 
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３ 生活習慣や学習環境等の結果     

◎…望ましい状況 ▼…課題の見られる状況  

 

 

「自分には、よいところがある」と回答した児童生徒の割合は、小学校、中学校ともに全国

平均を上回る結果となっています。 

 

           

 「自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表してい

る」と回答している児童生徒の割合は、全国・県平均ともに下回っています。また、小学校と

中学校の結果に差が見られます。 

◎自己肯定感の涵養について 
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▼自分の考えがうまく伝わるよう、工夫して発表することについて 
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本市では、学校生活全体におい

て、子どもたち一人ひとりのよさや

可能性を見つけ、価値づけることを

とおして、自己肯定感や他者を思い

やる豊かな心を育んできました。こ

れからも、仲間との対話や協働のあ

る授業の中で「できた」「わかった」

と達成感を味わったり、コミュニテ

ィ・スクールや地域協育ネットの仕

組みによる地域と連携した教育活動

やボランティア活動をとおして自己

有用感を感じたりできる取組を継続

していきます。 

 

 

この項目に肯定的な回答をして

いる児童生徒の方が、教科の平均

正答率が高い傾向が見られまし

た。 

日々の授業において、児童生徒

が互いの思いや考えを話す場面を

多く設け、話す経験を積み重ねて

いくことが大切です。また、ご家

庭におきましても一日の出来事を

共有されるなど、お子様の思いを

聞かれる時間をもたれてみてはど

うでしょうか。 
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「普段、（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム（コンピュータゲ

ーム、携帯式のゲーム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含む）をしますか」とい

う問いに、２時間以上と回答した児童生徒の割合は、小学校、中学校ともに全国・県平均を

下回る結果となりました。 

また、２時間以上携帯電話やスマートフォンでＳＮＳや動画視聴をする児童生徒の割合も

全国・県平均ともに下回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

 

 

 「携帯電話・スマートフォンやコンピュータの使い方について、家の人と約束したことを 

守っていますか」という質問に、肯定的に答えた児童生徒の割合は、全国平均を下回って

います。 

 

 

 

 

  

  

 

◎１日当たり、テレビゲームをする時間について 
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▼携帯電話・スマートフォンやコンピュータの使い方について 

% 

% 

 テレビゲームをする時間や携帯

電話やスマートフォンでＳＮＳや動

画視聴をする時間が短い児童生

徒の方が、教科の平均正答率が

高い傾向が見られました。 

デジタル社会の急速な進展によっ
て、コンピュータ等のデジタル機器
の使用が不可欠となっており、山口
市においても児童生徒による１人１

台端末の持ち帰りが始まっていま
す。 
学校においても家庭においてもデ

ジタル機器がさらに身近になってお
り、使い方について、学校と家庭が
連携して情報モラル教育を推進して
いくことが喫緊の課題となっていま
す。 
ご家庭におきましても、ぜひお子

様とデジタル機器の使い方について
一緒に考えてみられてはどうでしょ

うか。 
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○ Ｆ中学校では、やまぐち学習支

援プログラム専用のプリントボッ

クスを生徒昇降口の近くに設置

し、自主学習等での活用を促し

ている。解答とセットで用意して

おり、自己採点ややり直しもでき

るようにし、生徒の自主性を重ん

じた学びの仕組みを構築してい

る。 

 

４ 課題解決に向けた各学校の取組事例 

 
                        
   
 
  
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                                                                                                                    

○ Ｄ中学校では、「話を聞く力」「意見を伝え

る力」のスキルアップをめざしており、よい聴

き方、話し方の基準を１５項目で示した「あた

たかな聴き方・やさしい話し方のポイント」を

作成している。話し合い活動では、生徒に意

識させたい基準を黒板に提示し、コミュニケ

ーションスキルの向上を図っている。「あたた

かな聴き方・やさしい話し方のポイント」を小

学校と共有して、９年間を通して聞く力、伝

える力の育成を図っている。 

○ Ａ小学校では、１人１台端末の手書き入力

を活用し、低学年においてもインターネット

で必要な情報を検索する活動を行ってい

る。また、調べたり考えたりしたことをプレゼ

ンテーションする活動を低学年のうちから

様々な教科で継続して行っており、人前で

堂々と発表したり、相手に分かりやすく説明

したりする力が育っている。 

○ Ｂ小学校では、チャレンジ目標のひとつに

「いっぱい読書～いつでもどこでも本に親し

もう～」を掲げ、語彙を増やし、読む力を育

てていくことをめざし、読書活動に力をいれ

ている。本の入った袋を常時机の横にかけ

ておき、すき間時間にいつでも読書に取り

組めるような環境を整えている。また、読み

聞かせの時間を多く設けるとともに、各学年

でおすすめの本を一覧表にしたり、読破す

る目標冊数を設定したりすることで、多くの

児童が目標達成に向けて日々読書を楽しん

でいる。 

○ Ｅ中学校では、学び合いのある

授業づくりに向け、授業中の話し

合い活動を４人組で行っている。

昨年度から班の人数を減らした

ことで、活動に参加しやすい雰囲

気ができ、主体的な学びにつな

がっている。また、ICT を効果的

に活用するために、山口大学や

Google と連携を図り、ユニット

型の研修に多くの講師を招き、

研究協議や指導助言において専

門的な知見を得ることで授業改

善につなげている。 

 

 

 

やまぐち学習支援プログラム（県作成） 

 

○ Ｃ小学校等では、学習の習熟度ごとにグル

ープを編成し、地域の方々にも支援に入っ

ていただきながら、子どもたち一人ひとりに

寄り添った個別支援の時間を設けている。

また、他の市内中学校においても、テスト期

間中や長期休業中などに、地域の方々や保

護者、大学生の協力を得て、学習会を開く

など、コミュニティ・スクールの仕組みを活用

した学習会を行っている。 


